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別紙３（総合医療特約等の改定内容（骨髄移植ドナーに対する給付の対象範囲の拡大）） 

◇総合医療特約 

改定後 旧：現行 備考 

第５条（疾病入院給付金の支払い） 

① 次表に定めるところにより、疾病入院給付金を被保険者に支払います。 

１．支払理

由 

被保険者がこの特約の保険期間中に次の条件をすべて満たす入院をしたと

きに支払います。 

イ．この特約の責任開始期
[１]
以後に発病した

[２]
疾病を直接の原因とする入

院
[３]
であること  

 

（途中省略） 

 

⑥ 次の入院は、疾病を直接の原因とする入院とみなします。 

１．不慮の事故以外の外因による傷害による入院 

２．不慮の事故による傷害を直接の原因としてその事故の日から起算して180日を経過し

て開始した入院 

３．異常分娩
ぶんべん

を直接の原因とする、公的医療保険制度
[12]
において保険給付の対象となる入

院 

４．骨髄幹細胞の採取手術
[13]
を直接の目的としている入院。ただし、この特約の責任開始

の日から起算して１年を経過した日以降の入院に限ります。 

第５条（疾病入院給付金の支払い） 

 

 

 

 

 

 

 

（同 左） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の特約および保険種類につい

ても同様に改定します。（条番

号等は商品によって異なりま

す。） 

・入院保障充実特約(09) 

・こども総合医療特約 

・こども入院保障充実特約(09) 

・継続入院収入サポート特約 

・５年ごと利差配当付医療定期

保険 

・５年ごと利差配当付医療終身

保険 

（無配当医療定期保険(09)およ

び無配当医療終身保険(09)につ

いても同様に取り扱います。） 

 

次の特約における、総合医療特

約が同時に付加されている場合

または５年ごと利差配当付医療

定期保険等に付加されている場

合で、みなし疾病入院(※)中に

がん以外の成人病等を併発した

ときに、（成人病等の併発日で

はなく）みなし疾病入院の開始

日に遡って成人病入院給付金等

を支払う取扱いについても同様

に改定します。 

(※)骨髄幹細胞の採取手術を直 

接の目的としている入院等を疾

病原因の入院とみなす取扱い。 

・成人病入院特約(09) 

・女性疾病入院特約(09) 

  

第５条補則 

[１]この特約が復活または復旧された場合には、最後の復活または復旧の際の責任開始

期とし、復旧または入院給付日額の増額の際の入院給付日額の増額部分について

は、その際の責任開始期とします。 

[２]この特約の責任開始の日から起算して２年を経過した後に開始した入院は、責任開

始期以後に発病した疾病による入院とみなします。 

[３]「入院」とは、医師による治療または柔道整復師による施術（四肢における骨折、

脱臼
だっきゅう

、捻挫
ね ん ざ

または打撲に関する施術に限ります。以下同じ。）が必要であり、か

つ自宅等での治療または施術が困難なため、病院または診療所等に入り、常に医師

または柔道整復師の管理下において治療または施術に専念することをいいます。 

（途中省略） 

[12]「公的医療保険制度」とは、健康保険法等にもとづく医療保険制度をいいます。 

[13]「骨髄幹細胞の採取手術」とは、組織の機能に障害がある者に対して骨髄幹細胞を

移植することを目的として骨髄から骨髄幹細胞を採取する手術をいい、末梢
まっしょう

血幹

細胞移植における末梢
まっしょう

血幹細胞の採取手術を含みます。ただし、骨髄幹細胞また

は末梢
まっしょう

血幹細胞の提供者と受容者が同一人となる自家移植の場合を除きます。 

第５条補則 

[１]この特約が復活または復旧された場合には、最後の復活または復旧の際の責任開始

期とし、復旧または入院給付日額の増額の際の入院給付日額の増額部分について

は、その際の責任開始期とします。 

[２]この特約の責任開始の日から起算して２年を経過した後に開始した入院は、責任開

始期以後に発病した疾病による入院とみなします。 

[３]「入院」とは、医師による治療または柔道整復師による施術（四肢における骨折、

脱臼
だっきゅう

、捻挫
ね ん ざ

または打撲に関する施術に限ります。以下同じ。）が必要であり、か

つ自宅等での治療または施術が困難なため、病院または診療所等に入り、常に医師

または柔道整復師の管理下において治療または施術に専念することをいいます。 

（途中省略） 

[12]「公的医療保険制度」とは、健康保険法等にもとづく医療保険制度をいいます。 

[13]「骨髄幹細胞の採取手術」とは、組織の機能に障害がある者に対して骨髄幹細胞を

移植することを目的として骨髄から骨髄幹細胞を採取する手術をいいます。ただ

し、骨髄幹細胞の提供者と受容者が同一人となる自家移植の場合を除きます。 
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改定後 旧：現行 備考 

第７条（手術給付金の支払い） 

① 次表に定めるところにより、手術給付金を被保険者に支払います。 

１．支払理

由 

被保険者が次の条件をすべて満たす手術を受けたときに支払います。 

イ．次のいずれかの手術であること 

(1) この特約の責任開始期
[１]
以後に発生した

[２]
疾病または傷害を直接の

原因とし、その疾病または傷害の治療を目的とした次のいずれかの手

術
[３][４] 

 

（途中省略） 

 

(2) この特約の責任開始の日から起算して１年を経過した日以降に受け

た骨髄幹細胞の採取手術
[９]
 

 

（以下省略） 

 

第７条（手術給付金の支払い） 

 

 

 

 

 

（同 左） 

 

 

 

 

 

 

（以下省略） 

 

 

 

次の特約および保険種類につい

ても同様に改定します。（条番

号等は商品によって異なりま

す。） 

・こども総合医療特約 

・５年ごと利差配当付医療定期

保険 

・５年ごと利差配当付医療終身

保険 

（無配当医療定期保険(09)およ

び無配当医療終身保険(09)につ

いても同様に取り扱います。） 

 

第７条補則 

[１]この特約が復活または復旧された場合には、最後の復活または復旧の際の責任開始

期とし、復旧または入院給付日額の増額の際の入院給付日額の増額部分について

は、その際の責任開始期とします。 

[２]この特約の責任開始の日から起算して２年を経過した後に受けた手術については、

責任開始期以後に発生した疾病または傷害を直接の原因とする手術とみなします。 

[３]異常分娩
ぶんべん

を直接の原因とする、公的医療保険制度において保険給付の対象となる手

術は、疾病を直接の原因とする手術に含めます。 

[４]美容整形上の手術、疾病を直接の原因としない不妊
ふ に ん

手術、健康診断・人間ドックに

おける検査のための手術などは「治療を目的とした手術」には該当しません。 

（途中省略） 

[９]「骨髄幹細胞の採取手術」とは、組織の機能に障害がある者に対して骨髄幹細胞を

移植することを目的として骨髄から骨髄幹細胞を採取する手術をいい、末梢
まっしょう

血幹

細胞移植における末梢
まっしょう

血幹細胞の採取手術を含みます。ただし、骨髄幹細胞また

は末梢
まっしょう

血幹細胞の提供者と受容者が同一人となる自家移植の場合を除きます。 

（以下省略） 

第７条補則 

[１]この特約が復活または復旧された場合には、最後の復活または復旧の際の責任開始

期とし、復旧または入院給付日額の増額の際の入院給付日額の増額部分について

は、その際の責任開始期とします。 

[２]この特約の責任開始の日から起算して２年を経過した後に受けた手術については、

責任開始期以後に発生した疾病または傷害を直接の原因とする手術とみなします。 

[３]異常分娩
ぶんべん

を直接の原因とする、公的医療保険制度において保険給付の対象となる手

術は、疾病を直接の原因とする手術に含めます。 

[４]美容整形上の手術、疾病を直接の原因としない不妊
ふ に ん

手術、健康診断・人間ドックに

おける検査のための手術などは「治療を目的とした手術」には該当しません。 

（途中省略） 

[９]「骨髄幹細胞の採取手術」とは、組織の機能に障害がある者に対して骨髄幹細胞を

移植することを目的として骨髄から骨髄幹細胞を採取する手術をいいます。ただ

し、骨髄幹細胞の提供者と受容者が同一人となる自家移植の場合を除きます。 

 

（以下省略） 


